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アーは，その著書「Teaching from the Heart: Theology and Educational
Method」の中で，現象学的教育方法を宗教教育における最も効果的な教
育方法のひとつとして紹介し，こう語っている。“Phenomenology is a
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斎藤友紀雄は，このように語っている。「自殺問題はかつて宗教なり道
徳の問題とされ，価値観による説得とか励ましが必要と考えられていた。
ところが現代の精神保健においては，そうした対応が必ずしも援助的・
治療的でないということが一つの常識である。自殺の実態を前にする時，
いかに価値観による対応が虚しいか，少しでも自殺問題とかかわった者
は等しく経験するところである。」同氏はさらにこう続ける。「人間関係
ができていないところで，あるいは心の絆がないところでは治療さえ困
難であるのに，まして価値観による説得などは無理である。」(42)ここで重
要なのは，「自殺は罪である」という神学的立場を堅持するか廃棄するか
選択かという神学的な論争ではなく，真剣に自殺予防に取り組もうとす
るときは，「裁いてはいけない」（マタイ７：１）「隣人を愛しなさい」
（レビ記19：18）という，やはり神学的な戒めを「優先させる」事なの
かもしれない。そしてそのメッセージは，自殺予防教育に取り組む教会
やキリスト教系の教育機関で声高に語られるべきであろう。また渡邉直
樹は，「宗教のもつ共同性や凝集性が，大きな自殺抑止効果をもつと考え
る。…別のことばでいえば『互いに気持ちを伝え合うこと』なのである。」
と語っている(43)。互いに愛し合うコミュニティー形成は，いわばすべて
のクリスチャンが宗派，教派の垣根を越えて同様に目指すものであるが，
渡邉の主張は，そのようなコミュニティーが自殺予防に大きなメリット
となると主張するものである。愛による共感力を持った「個々」育成と，
そのような「個々」から形成される愛のコミュニティーの必要性を，教
会やキリスト教系教育機関が語り勧めることが，更なる自殺予防につな
がるという事ができるだろう。
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論文　クリスチャンユースの死生観形成に関する質的研究
(42) 斎藤友紀雄，「死ぬことなく，生きながらえて：現代キリスト教自殺論の試み」『平
和と宗教』24号
(43) Ibid.
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９．最後に
神学者カール・バルトは，キリストを裏切り，自らの命を絶ったイス
カリオテのユダを「福音の宛先人」と呼んだ(44)。それは，神に逆い，自
らの命を奪おうとする人にこそ，ある意味優先的にキリストの福音が必
要であるという意味であろう。また彼は，「教会は，自殺を防止する言葉
をもっている。」と述べている(45)。その言葉とは，人間は「生きなけれ
ばいけない」という義務的で一方的な言葉ではなく，バルトの言う，神
に「生きる事を，許された」存在，つまり人は，「生きる自由を与えられ
た，神を喜ぶ存在」であるというメッセージではないだろうか。自殺大
国日本において，キリスト教会，そしてキリスト教系の教育機関は，社
会に向けて続けて神の愛を語り，さらには特に，自殺願望に苦しむ人や，
自傷行為で自らを傷つけるユースに対して，積極的に愛の手を差し伸べ
る使命が与えられているのではないかと思う。
「わたしがあなたがたを愛したように，互いに愛し合いなさい」（ヨハネ
福音書15：12）
『キリストと世界』第20号　　岡　村　直　樹
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(45) カール・バルト『教会教義学』（新教出版，1998年），第２巻『神論』（２分冊）
(46) カール・バルト『教会教義学』（新教出版，1998年），第３巻『創造論』（４分冊）
